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3Cloudnetにアクセスします

https://oasiscloud.h3c.com/にアクセスします

アカウントを持っていない方は
アカウントを作成してください

https://oasiscloud.h3c.com/


4アカウント作成に必要な項目を入力して「登録完了」をクリック



5アカウント登録完了をクリックすると確認のメールが届き、リンクを
クリックしてアカウントが有効になります

差出人: cloudnet@oasisinfo.h3c.com

日時: 2023年1月19日 10:31:09 JST

宛先: abc@test.com 

件名: New H3C Cloudnet Platform 

Email Binding

Click here to activate account

Effective within 24 hours, Please 

activate as soon as possible!

mailto:cloudnet@oasisinfo.h3c.com
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7最初にフロアーマップを用意してください

フロアーマップは.jpg、.gif、.bmpのファイルを用意してください。なお、全体の背景は白にしてください。

それ以外の色ですと、シュミレーション結果で着色された色との区別がつきづらくなります。図面はこの
見本のように図面のどこか一か所の寸法が明確である必要があります。



8ヒートマップ作成機能にアクセスします

画面の上部中央のメニューでサービス > クラウド工学調査の順でクリック

①

②



9ヒートマップ作成機能のメインメニュー



10第１ステップ： プロジェクトを作成します

①

②

③



11第２ステップ： スキームを追加します(フロアーマップの読み込み)

①

②

③
④

⑤
⑥



12第２ステップ： スキームを追加します(場所の特性を設定)

カテゴリー 環境名

※設定した環境に望ましいRSSIが

選ばれて、ヒートマップの評価に反映
されます



13第３ステップ： フロアーマップ上で壁などの障害物を設定します

※まず重要なのはフロアーマップの寸法を規定します。①をオンにして線を引くと引
いた線に対して寸法の入力を促され、その後の線の長さの基準が決まります。

水平
垂直
任意

①

②



14第３ステップ： フロアーマップ上で壁などの障害物を設定します

[1300mm=1.3m]

[1300mm] ①

②

③
①で垂直に線を引くと②でその寸法の入力を促され、入力
するとマップ全体の1ピクセル当たりの長さが決定されます



15第３ステップ補足： 設定手順は[Guide Mode]をクリックすると以下の
ように表示されます

手順１：Obstacles settings(障害物の設定)

手順２：Device deployment(APの配置)

手順３：Rendering range settings(描画範囲の指定)

手順４：Heat map rendering(ヒートマップ作製)

手順５：成果を保存します

(オプション)手順6：Test pointをフロアーで電波強度を測定したい場所に置いて、その場所の強
度を確認(check)します。

電界強度しきい値: デフォルトの最小電界強度の手動調整。レンダリング
効果の電界強度のしきい値を調整すると、シミュレーション イメージのカ
ラー バンドにさまざまな色を選択できます。レンダリングパラメータの 1 
つ。

干渉閾値: ピーク信号対雑音比閾値、デフォルト 20dB、電界強度
干渉グラフのレンダリング効果のピーク信号対雑音比閾値を調整
し、干渉グラフのカラーバンドにさまざまな色を選択できます。干
渉図のレンダリングパラメータの 1 つ。



16第３ステップ(手順１)：Obstacles settings(障害物の設定)

このケースでは部屋の間仕切りに沿って障害物を
木製の壁(wooden wall)として定義します



17水平方向の木製のパーティションの場所を指定します

変更したい場合は右上のselectをクリックし、変更する線をクリックして選択し、右下に現れ
たProperty editorでdeleteをクリックすると線が削除できますので、新たに線を引きます。
その他の方法は 戻る、消しゴム がありますが、最初はこの方法を覚えてください。

①

②

③



18垂直方向の木製のパーティションの場所を指定します



19木製のドアの場所を指定します



20ガラス窓の場所を指定します



21一旦ここまでの設定を保存します。



22第４ステップ(手順2)： Device deployment(APの配置)

※このデバイス一覧にはWA6638-JP

やWA6320-JPが有りませんので、＋

でこれらのデータを追加します。一覧
にあるWA6638は海外用の設定なの
でWA6638-JPやWA6320-JPを追加
して利用してください。



23最初は部屋の大きさ、端末の数、障害物の場所などを考慮してAPを配
置してみます(左のリストから機種をクリックして、設置場所をクリック)



24APの電波出力の調整、設置場所の床からの位置、壁掛け、天井設置な
どの条件を設定します

-JP

※床からの設置場所の距離(重要)

送信出力値 チャネル設定

設置場所

Derrick:吊るす
Ceiling:天井角度



25一旦ここまでの設定を保存します。



26第５ステップ(手順3)： Rendering range settings(描画範囲の指定)

Renderingする前に区画ごとに通常の無線範囲、密集
した場所での無線範囲、VoIP中心の無線範囲などを指
定しておきます。特に指定しない範囲は通常の無線範
囲とみなされます。



27第5ステップ(手順3)： Heat map rendering(High density:ヒートマップ
作成)

※領域は左上をクリックしてドラッグしながら長方形の区画を作成してゆきます。こ
の図では分かりやすいようにピンクで領域を表していますが、実際は緑の枠のみ
です。

※High densityの区域はクライアントの数が100以上の場合に適用します。この例は適切では
ありませんが、サンプルとして示しました。



28第5ステップ(手順3)： Heat map rendering(voice wireless:ヒートマップ
作成)

※領域は左上をクリックしてドラッグしながら長方形の区画を作成してゆきます。
この図では分かりやすいようにピンクで領域を表していますが、実際は緑の枠
のみです。



29第５ステップ(手順3)： Rendering range settings(描画範囲の指定)

Renderingします。領域は全体を枠で括っても良いし、
また複数の領域を定義することもできます。



30第5ステップ(手順3)： Rendering range settings

※この例では部屋全体を枠で囲みました。



31第6ステップ(手順4)： Heat map 作成

電界強度干渉図のヒートマップの
色表現の選択

シュミレーション図のヒートマップの
色表現の選択

レンダリング精度(高い、中程度、粗い)

Open:シミュレーションを有効にする Close:無効

2.4Gと5Gのマップを切り替えて表示する

シュミレーション、弱磁場、電界強度干渉の図を切り替える



32第6ステップ(手順4)： Heat map 作成



33第７ステップ(手順5)：成果を保存します



34第8ステップ(手順6)：Test point(IP電話機、Laptop、タブレット)による測定

①

②

③

※①Test pointをクリック。②測定する場所をクリックしてTest pointを設定。
③test pointで測定する高さ(デフォルトは床から１m)と測定する装置
(Laptop)を選択。④設定をsaveします。

④save



35第8ステップ(手順6)：Test point(IP電話機、Laptop、タブレット)による測定

①
②

③

※①Test pointをクリックすると赤のアイコンに変わります。②右クリック
でメニューを表示。③測定結果が表示されます。
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37Scheme Resultを選択して結果を確認します



38Material checklist(部品表)



39Simulation diagram(シュミレーション図)

２.４GHz 5GHz



40Weak field diagram(弱磁場ダイアグラム)

※この例では特に問題となる電波の弱い場所はありませんでした。

２.４GHz 5GHz



41Sinr Electric field intensity interferogram diagram(電界強度干渉図)

２.４GHz 5GHz



42Bitmap

通常のビットマップ Acceptance pointのビットマップ
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44ツールバー



45無線のチャネル調整



46装置の設置情報の入出力(Excelにて)



01

02

03

Cloudnetにログインアカウントを作成

ヒートマップの作成

Scheme結果の確認

04 ツールバーの説明

05 レポートの作成

06 障害物などの基礎データのチューニング

07 iMCを利用したヒートマップの実測値



48レポートの作成

①

②

③④

出力オプション



49作成されたレポート



50



51
リスク評価
このセクションでは、主にカバレッジ エリアのリスク項目について説明します。 主なコンテンツには、端末での体感、単一 AP アクセスの数、干渉、構造
および材料の減衰などを含めることができます。
例: このソリューションは、基本的なユーザー アプリケーションを満たしながら干渉を最小限に抑え、ユーザー エクスペリエンスを確保する上で過度の
干渉によるネットワーク エクスペリエンスの低下を回避し、元の建物の構造と装飾環境を十分に考慮して、配置 AP 配置を採用するように展開されます。

(1) 既知のリスク:

1) 同一チャネル干渉のリスク
サイト調査中に、一部のワイヤレス カバレッジ エリアに干渉機器または他のオペレーターの WIFI 信号があります。 たとえば、一部のユーザーはプラ
イベート ルーティングを使用しているため、ワイヤレス ネットワークで同一チャネル干渉が発生し、ユーザーのワイヤレス インターネット エクスペリエン
スに影響を与え、インターネット アクセスが遅くなり、深刻な場合にはネットワークを正常に使用できなくなります。
解決策：お客様の内部管理システムでは、ワイヤレス カバレッジ エリア内で自作のワイヤレス ルーターを使用することは許可されていません。 他の
WIFI 信号の場合、競合を最小限に抑える唯一の方法は、合理的なチャネル計画を立てることですが、完全に回避することはできません。

2) 無線周波数環境干渉のリスク
現地調査中に、展開エリアに電子レンジがあることがわかりました。 AP が電子レンジの近くに配置されている場合、電子レンジの耐用年数が長い場合、
マイクロ波の漏れは AP とモバイル端末間の正常な通信に深刻な影響を与えます。
解決策：AP の配置位置を電子レンジからできるだけ離すように調整します（距離は約 5 メートル以上）。 カバレッジ効果を確保するために AP の配置
位置を変更できない場合は、電子レンジの動作位置も可能な限り調整する必要があります。

(2) 潜在的なリスク
1）携帯端末のIPをユーザーが非公開に設定するため、アドレス競合が発生するリスクがある
一部のユーザーのラップトップやその他のモバイル端末では、IP アドレスを手動で設定することがあります。 IP アドレスが既存のシステムと競合し、競
合する相手が正常に通信できなくなる可能性があります。

解決策：サービステンプレートでワイヤレス Source Address Validation Improvement (SAVI) 機能を有効にして、ユーザーが IP アドレスを個人的に
設定できないようにします。



52

まとめ

基本的なサーベイ 豊富な無線シナリオと多様化するデバイス端末により、H3C は無線ネットワーク調査を通じてユーザー要件を
合理的に設計し、無線ネットワークに対するユーザーのニーズを満たします。 当事務所は、今回のWLANネットワーク調査におい
て、プロ意識を持って適切に対応させていただきました。ワイヤレスネットワークの計画における両当事者の絶え間ない努力を
通じて、この協力は最終的に良好なウィンウィンの状況を達成します。
この基本的なサーベイ ワイヤレス産業調査では、組織のあらゆるレベルのリーダーと保守スタッフが積極的に協力し、懸命に仕
事に取り組みました。 ありがとうございます！
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54障害物などの基礎データのチューニング

H3C APシリーズの5GHz, 2.4GHzの電波強度のデータ

木製の壁、コンクリート壁、窓、木製のドア、金属製のドア、
石膏ボードを使用した壁、エレベーター、金属の壁などの厚
さによる電波の減衰値を定義します

設置される建物の一般的な減衰値の目安が定義されてい
ます。学校、図書館、管理棟、寮、遊び場、食堂、病棟、
ナースステーション、事務室、会議室

設置される環境ごとに推奨される無線強度を定義していま
す。例えば通常の無線環境、密集した環境、音声無線に適
した環境、無線プローブの影響度合いなど

以下の値は模範的な値で、お使いの環境に適した値を追加して頂くこと
でより、実際に近いシュミレーションが可能となります。



55Device Managementのパラメーター：既存と追加パラメーター

既存で登録されていないAPの
電波強度のデータやサポート
するプロトコル、サポートする
チャネル範囲、周波数帯、
radio毎の設定などを追加する
ことができます。



56Obstacles settingsのパラメーター：既存と追加パラメーター

既存で登録されていない
壁やドアの材質とその材
質の幅とその減衰値など
の設定を追加することがで
きます。なお、減衰値は1
台のAPから電波を出して
壁の外と内側の計測値か
ら実際の減衰を把握する
ことが望ましいです。



57Environment settingsのパラメーター：既存と追加パラメーター

既存で登録されていない部屋に1
台のAPを仮置きして減衰の値を
測定するのが望ましいです。



58Scene settingsのパラメーター：既存と追加パラメーター

既存で登録されていない場所で推奨される
電波強度の設定などを追加することができま
す。
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60iMCを利用したヒートマップの実測値

iMCを利用すると実際に設置された装置の電波状況をSNMPを通じて取得したデー
タによりマップが作成できます。



www.h3c.com
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